
 

 

 

 

「種まく人」のたとえ 
 

                               園長  加藤 明宏 

 

 今月の聖句は、「種をまく人」のたとえ（マルコによる福音書４章８節）です。「ある種は道端に落

ち、鳥が来て食べてしまった。ほかの種は石だらけで土の少ないところに落ち、根がないために枯れ

てしまった。またいばらの中に落ちた種は、実を結ばなかった。そして良い土地に落ちた種は、芽生

え、育って、実を結び、何倍にもなった。」というたとえ話です。 

 神さまから託された幼な子たちは、大きな可能性を持っています。一人ひとりが持っている賜物を

活かし、良い環境（家庭、社会、人間関係、幼稚園など）の中で育って、実を結んでいく可能性を秘

めているとも言えます。年間の聖句「流れのほとりに植えられた木」にも通じることだと思います。

１０月という１年で最も過ごしやすい季節、子どもたちと共に、実を結び、成長を喜び合える季節に

したいものです。主題は、「楽しむ」「楽しい」です。幼児は「楽しむ」乳児は「楽しい」なのですが、

つぼみ組・ふたば組は、保育者の働きかけを楽しんでくれたらとの願い、もも組を含む幼児は、自分

から進んで楽しむことを創りだす願いがあると思います。年齢に合わせた「楽しみ」が、この季節の

幼稚園の様々な体験から湧き出たらいいなと思っています。 

 ９月の半ばから幼稚園では、運動会への取り組みが始まっています。３年ぶりに自分たちの園庭で

行う運動会は、私たち教職員にも感慨深いものがあります。子どもたちも慣れ親しんだ園庭で、自分

たちの力を発揮できることは、自然なことであり、喜びでもあることでしょう。９月に園見学に来た

親子に、「運動会の練習ですか？」と聞かれた時、私は、「いいえ、運動会への取り組みです。」と答え

ています。先生の立場からすると、運動会当日へ向けての大切なプロセスなのですが、実は毎日の取

り組みは、子どもたちがどれほど楽しんでいるか、そしてより楽しくするために工夫して、友だちと

力を合わせて創りだしていけるかが問われているのだと思います。運動会に先立って行う「こども運

動会」は、予行演習ではなく、これも大切な運動会なのです。子どもたちのこうした取り組みを理解

してくださり、運動会当日を楽しみにしていただければと願っています。 

 

 
 

 

 

 

 

201９年度の年主題：ことばに満たされて～ひびきあう～ 

10 月の主題 10 月のねがい 

楽しむ 

・神さまからいただいている賜物を活かし合う 

・遊びの中で工夫して創り出すことの楽しさを知る 

・遊びに熱中し、くりかえし取り組む中で、思いを伝え合う経験をする 

・音楽・ダンス・造形・ことば等で表出することや表現することを喜ぶ 

聖句  ほかの種は良い土地に落ち、芽生え、育って実を結び、（マルコによる福音書  ４章８節） 

10 月の予定                               マークの説明…Ｔ＝体操 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 

2020年度 

入園願書受付開始 

T年長 

2 

 

こども運動会 

（お弁当） 

 

3 

 

4 

 

5 

 

入園面接（幼児） 

6 7 

 

8 

 

T年長 

牛乳パック回収  

９ 

 

T 年中・年少 

10 

 

子育てセミナー  

11 

 

短縮保育 

12 

 

運動会 

13 

 

運動会予備日① 

14 

 

運動会予備日②

㊗ 

15 

運動会代休 

2020年度 

乳児当初入園

受付開始 

16 

 

T 年中・年少 

内科検診 

17 

 

 

18 

誕生会 

 

19 

 

 

20 

 

21 

 

22 

㊗ 

23 

 

T年長 

内科検診 

24 

 

 

25 

秋の遠足 

授業料引落し 

26 

柳城こどもまつり 

27 

 

28 

 

柳城こどもまつり代休 

29 

お店屋さんごっこ

① 

入 園 面 接 

（乳児） 

30 

お店屋さんごっこ

② 

31 

お店屋さんごっこ

③ 

六所山学習 

(年長) 

  

10月の園だより 
 

201９年 10 月 25 日発行 

名古屋柳城短期大学附属豊田幼稚園 



 


